
世帯数1，725（一3）男3，127（一4）女3，156（一3）計6，283（一7）

出生5　死亡5　転入7　転出14

《人口の動き》

H月1日現在
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　　人間ひとりひとりに、生きてきた道、歴史があるように、

　　ふるさとにも、様々な出来事を綴った歴史があります。

　　わたしたちの松代町は、自然と人問の営みの中で、一歩
議

　　一歩発展の道を歩んできました。今ここに、30年間の力

　　強いわだちがあります。

　7月1日　県立国保松代診療所、県立松代病院に

　　　　　　昇格なる

　9月25日　田代大火災発生（住家15棟、倉庫2棟

　　　　　　全焼）

　10月1日　役場機構改革、課制施行（総務課・税

　　　　　　務課・社会課・産業課・土木課）

昭和32年
　5月18日　第3代町長　柳　幡蔵氏就任

　5月　　　季節保育所が少林寺、洞泉寺、松代十

　　　　　王堂及び各地に開設される
　7月25日　松代公設家畜市場開設

　11月　　　小屋丸、池之畑、下山、莇平、小貫、

　　　　　儀明に部落電話架設

昭和33年
　8月　　　田沢、犬伏（炭坑入口附近）雪中燧道

　　　　　工事着工（昭和38年10月30日竣工）

　10月　　　伊沢地区に部落電話架設

昭和34年
　1月1日　奴奈川村と町村合併（面積92．01km2、

　　　　　人口14，018人）

　1月23日　県立松代高等学校体育館（鉄骨、鉄筋

　　　　　建）落成

畷
7月19日　松代町、奴奈川村町村合併祝賀式挙行

昭和29年
　3月31日　松代村、山平村合併し新制松代村誕生

　　　　　　（村長　柳　宗一郎氏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　繍鐸
　　　　　　　　　　　　　　　．、噸鎌癒
　臨甑、．

　　　　　　ヲ　　松代村長柳宗一郎氏他、山平村長小堺浩氏

　　他を田野倉線に出迎える

　4月1日　村立松代高等学校、新潟県に移管とな

　　　　　　り、新潟県立松代高等学校（定時制誕

　　　　　生）

　10月1日　町制施行新制松代町発足（人口11，122

　　　　　人）

　　　　　清水地区バス開通

昭和30年
　3月26日　松代町議会議員一般選挙執行（議員数

　　　　　26名）

6月9日

10月1日

10月23日

10月10日

宮沢入、公営住宅（木造2階建）5棟
落成

第8回国勢調査（世帯数2，402戸、

人口14，023人）

第2代町長　室岡虎次郎氏就任

釜田地区、公営住宅（木造2階建3棟
落成）

昭和31年
　1月1日　大字倉下（面積0．163k㎡、戸数5戸、人

　　　　　口34人、高柳町へ編入）
　4月1日　大字荒瀬（面積O．5km・、仙田村へ編入）
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昭和40年
　4月1日　六日町、直江津港線一般国道253号線

　　　　　指定される

　7月　　　国道、田沢橋、元田沢橋竣工

　10月1日　第10回国勢調査（世帯数2，335戸、

　　　　　人口11，332人）
　12月28日　出稼者帰省バス開始（東京、名古屋、

　　　　　大阪から松代町へ）

昭和41年
　7月17日　役場新庁舎竣工

　7月30日　交通安全町宣言

　9月28日　千年の大樫の愛称で親しまれてきた大

　　　　　樫きられる、樹齢600年といわれる

昭和42年
　4月1日　川西町大字桐山を松代町に編入（17戸

　　　　　80人）

　9月1日　雪上車初めて町に入る

　11月1日　木和田原、中子、太平、片桐山に部落

　　　　　電話架設
　　　　　国民年金（福祉年金）開始

昭和35年
　10月1日　第9回国勢調査（世帯数2，438戸、

　　　　　人口13，096人）

　12月1日　消防庁舎（鉄筋2階新築）

　12月27日　松代町商工会結成

昭和36年
　2月1日　松代小学校健康優良校県第1位となり

　　　　　表彰を受ける

　4月1日　県立松代高等学校全日制課程となる

　9月16日　第2室戸台風（18号）松代町全域を襲

　　　　　い住家29戸全壊、非住家全壊3戸、半

　　　　　壊23戸
『

昭和37年
　4月17日　田野倉地内融雪災害発生、住家4戸移

　　　　　転、被災耕地26ha、山林30ha

　5月1日　六日町、直江津港線2級国道に認定さ

　　　　　れる
　7月25日　簡易水道（大字松代）落成通水式

　10月30日　2級国道千年橋竣工

昭和38年
　1月1日　儀明地区に、初の老人会クラブ結成（会

　　　　　員70名）

　7月17日　安塚警察署松代幹部派出所庁舎（鉄筋

　　　　　2階建）竣工
　9月1日　松代町出稼組合結成

昭和39年
　6月13日　桐山大火災（5世帯7棟全焼）

　6月16日　新潟地震発生、住家及び公共建物一部

　　　　　破壊41戸、道路、田畑損害多大）損害

　　　　　額2，550万円）
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　10月11日　北越北線十日町、松代、犀潟43．6km実

　　　　　施計画認可される
　12月20日　流雪溝新設（松代）無雪化の実現

昭和48年
　1月12日　田野倉、松代線、五十子平、真田線、

　　　　　県道に認定される
　7月　　　国道253号線、松代、旭堂旅館三叉路

　　　　　に交通信号機設置なる
　8月10日　新潟県知事を迎え北越北線起工式挙行

　10月19日　鯖石川ダム竣工

昭和49年
　7月31日　克雪管理センター室野に建設される

　10月1日　林道下山、海老線越道川橋（永久橋）

　　　　　竣工

昭和50年
　4月1日　柏崎、津南線国道353号線認定される

　4月25日　国道253号線、田沢トンネル開通

　6月16日　新潟県知事と語る「青空集合」開催、

　　　　　役場前ほか
　10月1日　第12回国勢調査（世帯数2，072戸、

　　　　　人口8，273人）
　10月20日　冬季集落保安要員設置

昭和51年
　3月24日　松代電報電話局開局
　9月30日　老人いこいの家「渋海荘」竣工

　11月12日　善宗塚公営住宅8戸建設

昭和52年
　2月7日　豪雪により国の災害救助法適用町村に

　　　　　指定される
　12月16日　善宗塚公営住宅12戸建設

昭和53年
　3月11日　松代町工場誘致条例制定

昭和43年
　3月28日　北越北線六日町、十日町間15．9km実地

　　　　　計画認可される
　10月1日　明治百年祭につき杉苗各戸1本あて配

　　　　　付される

昭和44年
　4月1日　松代、山平、奴奈川三農業協同組合合

　　　　　併し、新松代町農業協同組合発足
5月18日

8月10日

第4代町長　秋山利作氏就任

集中豪雨、国道253号線田沢地内土砂

崩れ、行方不明1名、道路決壊166カ

所、水路、農道決壊177カ所、田流埋

15ha、冠水160ha、床下浸水9戸等被
害あり

　　　　　　　　　　　　　　籔蘇
　10月25日　町内全部落に放送施設、設置される

　12月1日　農村地域集団電話架設（加入者1，283

　　　　　戸）

昭和45年
　4月1日　米生産調整対策（減反政策）始まる
　　　　　　（88．7ha減反）

　7月15日　町民プール第1号（松代）竣工

　10月1日　第11回国勢調査（世帯数2，261戸、

　　　　　人口9，740人）

昭和46年
　4月25日　松代町議会議員一般選挙執行（22名）

　7月15日　町民プール第2号（室野）竣工

　12月　　　少林寺山（松代）スキー場開設される

昭和47年
　4月1日　交通安全指導員設置

　5月1日　上越広域市町村東頸城消防署松代分遣

　　　　　所設置
　6月30日　松代町総合センター竣工

　7月20日　町民第3プール（蒲生）竣工
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昭和56年
　1月6日　豪雪対策本部設置

　1月10日　豪雪災害対策本部に更新

　1月13日　松代町災害救助条例発動

　1月14日　新潟県災害救助条例発令

　（1～3月）なだれ危険による避難勧告7戸（千年

　　　　　他）

　　　　　浸水危険による避難勧告29戸（田沢）

　　　　　行方不明1名（松代）
　2月11日　田沢婦人消防協力隊、日本消防協会よ

　　　　　り表彰される

　3月4日　松代町消防団、消防庁官より表彰され

　　　　　る
　4月1日　結婚対策事業、結婚相談員を設置され

　　　　　る
　5月18日　9代町長秋山利作4選
　　　　　孟地小学校改築（鉄筋3階建）着工
　9月9日　地域集団電話を一般電話へ切替（地集
　　　　　1，427、　一舟隻582）

10月30日

11月26日

12月31日

魅力ある郷土建設モデル事業、休憩展

望台（名称、松代城）竣工

安塚土木事務所松代分所移転新築（鉄

筋3階建）

重要文化財松苧神社本殿修復工事完了

　3月27日　松苧神社本殿重要文化財に指定される

　4月1日　奴奈川支所の戸籍事務を本庁に統合

　6月25日　豪雨災害、災害個所200件（通称6．26

　　　　　災害）

　8月　　　国道253号線池尻交叉点に交通信号機

　　　　　設置される

　10月8日　第1回町民マラソン大会開催

昭和54年
　4月1日　松代中学校、清水中学校、孟地中学校、

　　　　　桐山中学校、山平中学校、奴奈川中学

　　　　　校の6力校統合、新制松代町立松代中

　　　　　学校創立

擁

　7月　　　国道253号線松代中学校、通学路入口

　　　　　に交通信号機設置される

　12月10日　基礎集落圏防雪管理センター、役場庁

　　　　　舎周辺に建設
　12月26日　国道253号線、儀明トンネル、犬伏ト

　　　　　ンネル、薬師トンネル、炭坑橋、出合

　　　　　橋開通式挙行
　12月　　　本冬から⑭定期バス十日町方面運行と

　　　　　なる

昭和55年
1月13日

3月2日
6月24日

7月27日

7月28日

10月1日

10月19日

12月15日

12月23日

室野スキー場オープン

交通死亡無事故2，124日達成

松代中学校グランドナイター施設完成

第1回町民体育祭開催

青少年育成町民会議結成

第13回国勢調査（世帯数1，967戸、

人口7，114人）

早稲田大学総長　清水司氏来町

林道田沢下山線平内橋竣工

国民健康保険室野診療所（鉄筋2階建）

竣工
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昭和59年
1月25日　松代町豪雪対策本部設置、積雪366cm

　　　　（役場裏）

1月28日　松代町豪雪災害対策本部切替設置

　　　　新潟県災害救助条例適用される（1／28

　　　　～2／6）

2月6日　新潟県災害救助条例延長適用（2／6～

　　　　2／15）

2月7日　災害救助法の適用を受ける（2／7～2／

　　　　26）
3月23日

3月25日

4月4日
5月11日

蚤　　’

峠小学校閉校式

室野小学校閉校式

奴奈川小学校開校式

北越北線第3セクター促進大会（東頸
地区大会）

6月2日
10月15日

松代町郷土資料館開館する（大字池尻）

松代町総合グランド竣工（面積曾勿～
mZ）

　　　　　　　　　灘’

昭和57年
4月1日　県道、長岡、小国、松代線、一般国道

　　　　404号線認定される
8月4日　松代町、老人スポーツ大会開催（松代

　　　　中学校）
9月13日　台風18号襲来（被害額7，437万円、地

　　　　すべ｝）等災害15ケ所）

11月20日　新潟日報社主催による新潟県「景勝100

　　　　選」に松苧神社が決る

昭和58年
4月24日　松代町議会議員一般選挙（20名）

5月10日　室野小学校、峠小学校統合に伴い、奴

　　　　奈川小学校建築着工する
6月18日　松代町教育委員会事務局を総合センタ

　　　　ーに移転する
7月29日　早稲田大学野球部、宮崎監督以下40名、

　　　　蒲生早大グランドにて強化練習開始
8月16日　早稲田大学ボクシング部30名合宿訓練

　　　　来町する
8月23日　早稲田大学総長、西原春夫氏他一行29

　　　　名来町する
11月1日　松代町総合体育館落成（延床面積5，012

　　　　m2、総工費872，448千円）

11月10日　第3次簡易水道拡張工事完了（給水と

　　　　人口、蓬平65世帯264人、会沢29世帯
　　　　113人、清水29世帯88人、桐山15世帯55

　　　　人）総工費3億3千6百41万円
11月20日　総合体育館、柿落し（筑波大学体育部、

　　　　加藤沢男他10名選手来町）
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「
広
報
ま
つ
だ
い
の
前
身
は
『
青
年

文
化
』
と
い
う
新
聞
で
、
青
年
団
で

何
か
を
と
い
う
こ
と
で
発
刊
し
た
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
が
一
号
限
り
と
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
公
民
館
新
聞

聞
』
と
い
う
形
で
甦
っ
て
き
た
わ
け

で
す
」
　
「
当
初
は
ガ
リ
版
印
刷
で
、

原
紙
も
悪
く
、
印
刷
を
頼
ん
だ
女
の

子
を
泣
か
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
一

「
そ
う
で
す
ね
、
活
版
に
な
っ
て
か

ら
は
割
付
の
苦
し
み
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ガ
リ
版
で
全
世
帯
配
付
と
い
う

の
は
容
易
で
な
か
っ
た
で
す
ね
一

「
い
ず
れ
に
し
ろ
昔
は
、
行
政
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
知

ら
せ
る
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
広
報
の
仕
事
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
し
た
ね
一

「
住
民
の
一
番
知
り
た
い
こ
と
を
と

い
う
こ
と
で
、
随
分
大
胆
な
記
事
も

書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
（
写
真

参
照
）
村
会
議
員
選
挙
候
補
者
の
噂

の
人
々
と
題
し
て
当
落
予
想
ま
で
出

し
ま
し
た
か
ら
ね
。

そ
の
記
事
を
発
刊

し
た
当
時
は
暗
闇

を
一
人
で
歩
け
ま

せ
ん
で
し
た
ね
’

「
新
年
号
に
め
で

た
い
写
真
を
と
い

う
こ
と
で
、
池
之

畑
部
落
ま
で
雪
の

中
を
歩
い
て
松
の

写
真
を
と
り
に
行

っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
や
は
り
動
き
ま

わ
り
、
足
で
書
く
と
い
う
こ
と
で
す

ね
．
」「

そ
ん
な
こ
と
で
一
生
懸
命
や
っ
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
村
費
の
ム
ダ
遣

い
云
々
の
投
書
が
続
き
、
投
書
の
回

答
を
載
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
」

「
そ
う
い
う
投
書
は
あ
る
の
で
す
が
、

紙
面
に
住
民
参
加
の
企
画
を
し
て
も
、

な
か
な
か
寄
稿
は
な
い
ん
で
す
ね
。
」

「
住
民
参
加
の
企
画
が
読
ま
れ
る
広

報
に
な
る
わ
け
で
す
が
こ
の
辺
も
こ

れ
か
ら
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
ね
一

「
こ
れ
だ
け
担
当
者
が
変
わ
っ
て
も

営
々
と
積
み
重
ね
、
三
〇
〇
号
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
ね
一

（
担
当
者
の
思
い
出
話
は
尽
き
る
こ

と
な
く
こ
の
後
も
続
き
ま
し
た
。
）
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昭和59年度総合健診結果について
　
松
代
町
で
は
今
年
度
よ
り
総
合
健

診
と
い
う
形
で
住
民
健
診
を
実
施
し

ま
し
た
。
　
一
般
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
、
母
性
貧
血
検
査
、
そ
し
て
体

力
測
定
を
新
し
く
出
来
た
総
合
体
育

館
で
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
健
診
は
全
体
の
8
5
・
3
％
と

多
く
の
人
が
受
診
し
、
そ
の
内
訳
は

表
の
通
り
で
す
。
要
精
検
、
要
医
療

と
判
定
さ
れ
た
中
で
は
、
高
血
圧
、

心
臓
血
管
系
の
病
気
が
最
も
多
く
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
こ
れ
ら
の
病

気
は
長
年
に
わ
た
る
日
常
の
生
活
の

中
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
慢
性
的
な
も

の
で
す
の
で
、
各
自
が
食
生
活
を
は

じ
め
と
す
る
日
常
生
活
の
見
直
し
と

改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大

切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
4
0
～

69

歳
の
対
象
者
二
、
九
〇
六
人
の
中

で
七
〇
〇
人
（
2
4
・
7
％
）
の
人
が
、

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
一
、
八
一
一

人
（
3
0
～
6
9
歳
）
の
う
ち
四
七
八
人

（
2
6
・
4
％
）
の
人
が
受
け
ま
し
た
。

年
々
増
加
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
全

体
の
4
分
の
ー
の
人
し
か
受
け
て
お

ら
ず
、
目
標
3
0
％
に
は
ま
だ
ま
だ
の

感
が
あ
り
ま
す
。
働
き
盛
り
の
こ
の

年
令
層
は
最
も
が
ん
に
罹
り
や
す
い

年
令
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
何
と

も
な
い
か
ら
」
、
「
別
に
具
合
も
悪
く

な
い
か
ら
」
受
け
な
い
の
で
は
な
く
、

　
精
密
診
査
の
内
訳要指導

　　33．3％

要医療

46．8％

対象者 受診者 百分率

一般診査（1次） 3，213人 2，741人 85．3％

精密診査（2次） 2，741人 1，875人 68．4％

胃　が　ん　検　診 2，906人 719人 24．7％

子宮がん検診 1，811人 478人 26．4％

母性貧血検査 418人 325人 77．8％

胸部レントゲン検査 3，876人 3，145人 81．1％

体　　力　　測　　定 342人

何
と
も
な
い
、
今
だ
こ
そ
こ
う
し
た

が
ん
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
。
が
ん
で
自
覚
症
状
が
現
わ

れ
た
時
に
は
も
う
遅
い
の
で
す
。

　
母
性
貧
血
検
査
で
は
、
貧
血
が
あ

る
、
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
者
が

七
五
人
（
2
3
・
2
％
）
で
し
た
。
昨

年
の
3
5
・
0
％
に
比
べ
る
と
か
な
り

改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
食
事
だ

け
で
は
な
く
労
働
と
休
養
な
ど
に
も

影
響
を
受
け
る
の
で
、
よ
り
一
層
の

自
己
管
理
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
健
診
の
際
に
御
協

力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
健
診
は
受
け
や
す
か
っ
た
」
と
す

る
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
が

「
健
診
の
順
路
が
わ
か
り
に
く
か
っ

た
」
　
「
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な

か
っ
た
」
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、

次
回
か
ら
の
健
診
に
あ
た
っ
て
参
考

と
し
、
改
善
を
は
か
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
一
般
健
診
の
事

後
指
導
会
を
9
月
1
2
日
小
荒
戸
、
大

平
を
皮
切
り
に
1
0
月
2
4
日
ま
で
の
期

間
、
各
部
落
を
巡
っ
て
実
施
し
ま
し

た
。
全
体
で
94
・
3
％
と
多
く
の
人

が
出
席
さ
れ
、
う
ち
1
3
・
9
％
の
人

が
代
理
出
席
で
し
た
。
健
診
は
そ
の

後
の
結
果
に
も
と
ず
く
対
応
が
最
も

重
要
で
す
。
自
分
の
結
果
を
知
り
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
必
要
と
さ
れ

た
人
は
、
是
非
、
そ
の
結
果
を
も
っ

て
早
期
に
受
診
を
し
て
、
自
分
の
健

康
管
理
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

昭和59年度総合健診結果

蜘離

⑤

　
吸
水
性
が
あ
る
、
肌
ざ
わ
り
が
よ
い
、
洗
濯
に
耐
え
ら
れ
る
ー
こ
れ

ら
が
お
む
つ
の
条
件
で
す
。
素
材
は
、
ネ
ル
や
さ
ら
し
が
適
し
て
い
ま
す
。

お
む
つ
の
当
て
方

　
お
む
つ
は
広
幅
の
も
の
（
腰
回
り

の
二
倍
の
長
さ
と
枚
と
、
並
幅
（
た

た
ん
で
三
十
セ
ン
チ
幅
に
し
た
も
の
）

を
二
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際

の
当
て
方
は
図
の
と
お
り
で
す
。

お
む
つ
の
取
り
替
え
方

①
お
む
つ
カ
バ
ー
を
広
げ
、
汚
れ

　
　
　
　
　
　
　
9
ペ
ー
ジ
ヘ
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8
ぺ
ー
ジ
よ
り

て
い
る
お
む
つ
を
汚
物
入
れ
に
入
れ

る
。
体
に
つ
い
た
汚
れ
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
前
か
ら
後
ろ

へ
ふ
き
取
る
．
．

　
②
体
を
手
前
に
横
向
き
に
し
、
カ

バ
ー
と
残
り
の
お
む
つ
を
背
中
の
ほ

う
に
巻
き
込
ん
で
お
く
（
イ
ラ
ス
ト

④
）
．

　
③
熱
い
お
し
ぼ
り
と
乾
い
た
タ
オ

ル
で
体
を
ふ
き
、
パ
ウ
ダ
ー
を
ふ
る
。

　
④
新
し
い
お
む
つ
と
カ
バ
ー
を
縦

に
半
分
巻
き
、
山
に
な
っ
て
い
る
側

を
、
②
で
巻
き
込
ん
だ
古
い
お
む
つ

の
下
に
押
し
込
む
（
イ
ラ
ス
ト
⑧
）
。

　
⑤
一
度
仰
向
け
に
し
て
か
ら
体
を

反
対
側
に
向
け
る
。

　
⑥
古
い
お
む
つ
を
抜
き
取
り
、
新

し
い
お
む
つ
を
広
げ
る
（
イ
ラ
ス
ト

おむつの当て方

防湿ネット

　　並幅おむつ

》　30センチ
　　　　ぐらい

◎
）
．

　
⑦
ま
だ
ふ
い
て
い
な
い
反
対
側
の

腰
を
③
の
要
領
で
ふ
く
。

　
仰
向
け
に
し
、
カ
バ
ー
を
止
め
て

で
き
あ
が
り
で
す
。

　　腰の幅

広幅おむつは、左右で　おむつカバー

折り、腰の幅にする。

②　、　　　　　　③

おむつの取り替え方

①

広幅おむつ

十十

◎　
　
癌

⑧④

、

嚢鍵☆》翰》
くし上げ、腰の後　　　　　　　ダを取り、たくし上

ろに巻き込む。　　　　　　　　げ腹の上で広げる。

　　　　　　　④広幅おむつで腰全体を包み、

　　　　　　　　カバーをかければできあがり。

　
去
る
十
月
三
十
一
日
滝
沢
分
校
P

T
A
主
催
恒
例
の
出
稼
者
激
励
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
滝
沢
分
校
生
徒
の

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
区
長
さ
ん
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
四
人
の
児
童
生
徒
に
よ
る
劇

た
ろ
天
、
じ
ろ
天
、
素
直
な
し
っ
か

り
し
た
口
調
と
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
な
演
技
に
は
、
皆
さ
ん
も
思
わ
ず

拍
手
大
か
っ
さ
い
。
そ
し
て
映
写
会
、

リ
コ
ー
ダ
i
演
奏
の
後
、
四
人
の
生

徒
一
人
一
人
が
心
の
こ
も
っ
た
激
励

の
作
文
を
読
ん
で
、
出
稼
者
を
激
励

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
出

稼
者
の
代
表
か
ら
「
生
徒
の
皆
さ
ん

の
心
の
こ
も
っ
た
激
励
を
受
け
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
激
励
の

こ
と
ば
を
い
つ
も
忘
れ
ず
に
頑
張
っ

て
来
ま
す
一
と
感
謝
の
こ
と
ば
が
あ

り
、
拍
手
か
っ
さ
い
の
中
、
出
稼
者

激
励
会
を
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
出
稼
を
目
前
に
し

て
、
父
と
子
、
そ
し
て
家
族
、
部
落

民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
長
い
冬
を

の
り
越
え
て
行
こ
う
と
す
る
団
結
の

き
づ
な
を
、
よ
り
一
層
深
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
人
の
先
生

が
、
私
達
の
生
活
の
中
に
解
け
こ
み

社
会
教
育
の
向
上
と
部
落
民
の
幸
せ

の
為
に
先
頭
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
こ
の
会
を
企
画
し
実
践
し

て
く
だ
さ
る
姿
、
こ
れ
こ
そ
何
物
に

も
替
え
難
い
、
美
し
く
素
晴
し
い
物

で
あ
る
事
を
、
改
め
て
再
確
認
し
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
出
稼
者
激
励
会
も
終
り

ま
す
と
、
滝
沢
部
落
も
淋
し
く
な
り

ま
す
が
、
し
か
し
分
校
か
ら
毎
日
流

れ
て
く
る
ピ
ア
ノ
の
音
、
子
供
達
の

明
る
く
元
気
な
歌
声
が
、
部
落
民
の

心
を
和
ま
せ
勇
気
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

来
春
も
こ
の
校
庭
で
、
防
護
ネ
ッ
ト

遊
具
の
取
付
作
業
等
に
、
会
員
一
同

皆
揃
っ
て
元
気
な
姿
で
再
会
す
る
事

を
誓
い
な
が
ら
分
校
を
後
に
し
ま
し

た
。
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優
れ
た
農
業
者
を
表
彰
す
る
「
松

代
町
農
業
賞
」
に
本
年
度
は
、
太
平

の
相
沢
政
喜
さ
ん
（
屋
号
糀
屋
）
が

選
ば
れ
、
十
一
月
三
日
、
町
農
業
祭

に
お
い
て
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

⑰ズ

た
。　

表
彰
さ
れ
た
相
沢
さ
ん
は
、
現
在

水
稲
九
十
ア
ー
ル
、
葉
た
ば
こ
二
十

五
ア
ー
ル
、
露
地
野
菜
三
十
ア
ー
ル

の
複
合
経
営
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
他
に
春
先
は
、
果
菜
類
の

育
苗
を
一
万
本
出
荷
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
み
そ
加
工
を
十
ニ
ト
ン
行
な

う
な
ど
、
町
内
で
は
数
少
な
い
専
業

農
家
と
し
て
、
家
族
労
働
力
と
施
設

の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
、
農
業
所
得

の
向
上
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
当

町
の
よ
う
に
耕
地
面
積
の
少
な
い
と

こ
ろ
で
の
土
地
利
用
型
農
業
の
規
模

拡
大
は
、
い
か
に
少
面
積
で
高
収
益

を
得
る
こ
と
の
で
き
る
作
物
を
導
入

す
る
か
と
い
う
事
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
相
沢
さ
ん
は
早
く
か
ら
こ
の
事

を
考
え
、
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

経
営
の
す
べ
て
を
克
明
に
記
録
し
、

常
に
技
術
の
向
上
に
努
力
さ
れ
、
年

々
そ
の
成
果
を
挙
げ
、
五
十
八
年
か

ら
農
協
園
芸
部
会
の
設
立
と
と
も
に

部
会
長
と
し
て
、
部
会
員
の
拡
大
と

結
束
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

藝細
淫

　
ま
た
、
今
年
か
ら
開
設
さ
れ
た
太

平
子
供
農
園
に
は
、
数
種
類
の
野
菜

が
子
供
達
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
農
業
に
親
し
む
心

を
少
し
で
も
子
供
達
に
養
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
期
待
を
か
け
、
そ
の
指

導
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
の
農
業
経
営
は
、
現
在
、
園

芸
専
門
学
校
に
在
学
中
の
長
男
と
、

興
農
館
高
校
に
在
学
中
の
長
女
が
卒

業
し
、
家
に
入
ら
れ
た
ら
、
耕
畜
、

施
設
、
加
工
を
組
み
入
れ
て
、
現
在

の
規
模
よ
り
数
ラ
ン
ク
高
度
な
営
農

が
で
き
る
と
確
信
さ
れ
、
農
業
所
得

を
一
千
万
円
以
上
に
し
た
い
と
夢
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
相
沢
さ
ん
の
努
力
と

実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
町
内
唯
一
の
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
田
野
倉
公
園
が
、
本
年

度
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
、

整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桜
の
苗
木
や
ツ
ツ
ジ
、
カ
エ
デ
、

ア
ジ
サ
イ
、
な
ど
の
花
木
を
植
え
た

り
、
花
壇
、
張
芝
、
階
段
、
ベ
ン
チ

な
ど
も
設
置
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
春

の
花
見
か
ら
秋
の
紅
葉
ま
で
、
年
問

を
通
じ
て
緑
に
親
し
み
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

な
ど
、
町
民
憩
の
場
と
し
て
広
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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は豊作型

瑠
㎜

出
鎌の％05U

噸
上

・
米
静

の
対

年今

　
今
年
の
稲
作
は
、
異
常
豪
雪
に
よ

る
田
植
え
の
遅
れ
で
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
七
月
下
旬
か
ら
好
天
が
続
き
、

八
月
、
九
月
の
台
風
被
害
も
な
く
順

調
に
生
育
し
、
作
況
指
数
は
全
国
が

「
一
〇
八
」
の
良
、
新
潟
県
が
「
一

〇
六
」
上
越
地
方
が
「
一
〇
五
」
の

や
や
良
と
発
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
十
一
月
九
日
に
検
査
が
終

了
し
、
七
九
、
五
二
七
袋
の
集
荷
が

灘

新倉庫に集荷される新米

あ
り
ま
し
た
。
前
年
よ
り
作
付
面
積

が
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
四
、
三
〇
六
袋
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
豊
作
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。
上
位
等
級
比
率
も
八
九
・

九
％
と
良
く
、
全
体
的
に
粒
の
肥
大

が
良
好
で
、
千
粒
重
も
高
く
、
量
質

と
も
に
良
い
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
過
去
五
年
間
の
米
の
売
渡
状
況
は

別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

過去5ヶ年の米の売渡状況

繕

講

聾轍

灘

螺

！葎

、
避
海

聯
帝棄

聾
蟷
．

作付面積
　　（ha）

売渡実績
　　（袋）

限度数量
　　（袋）

限度数量
　　（％）

作況指数

55 806 73，076 97，634 74．8 83

56 762 70，912 95，764 74．0 94

57 741 88，134 95，180 92．6 108

58 745 75，221 94，296 79．8 96

59 729 79，527 84，900 93．7
（袴

蒲生居村線、改良舗装工事完了〉附醐

　　　　　　羅

　　　　　癖

　　　鰻灘鶴
●農村地域定住促進対策事業

　　　により完成した町民駐車場

室野地区（24台駐車）蒲生地区（21台駐車）

騒
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し、
つ

1
■

1』㌧

▽

人づくり

牛づくり

運動スローガンを読みあげる

　　　　　　　　小堺恵一さん
草づくり

　
人
づ
く
り
、
牛
づ
く
り
、
草
づ
く

り
を
推
進
し
、
県
内
肉
用
牛
経
営
農

家
の
経
営
体
質
の
強
化
を
目
標
と
す

る
「
に
い
が
た
牛
三
づ
く
り
運
動
」

の
推
進
大
会
が
十
月
十
八
日
、
長
岡

市
の
中
越
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　
「
に
い
が
た
牛
三
づ
く
り
運
動
」

は
、
肉
用
牛
経
営
の
基
本
が
人
（
経

営
者
能
力
）
、
牛
（
優
良
牛
）
、
草
（
粗

飼
料
基
盤
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経

営
者
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

三
づ
く
り
を
推
し
進
め
、
「
に
い
が
た

牛
」
の
銘
柄
化
を
図
る
と
い
う
運
動

で
本
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
実
施

さ
れ
る
。

　
推
進
大
会
は
、
県
内
各
地
の
肉
用

牛
経
営
者
四
百
五
十
人
が
参
加
。
伊

藤
県
畜
産
課
長
の
運
動
基
本
方
針
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
肉
用
牛
生
産

者
を
代
表
し
て
蒲
生
の
小
堺
恵
一
さ

ん
が
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
力
強
く
読

み
あ
げ
、
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
繁
殖
経
営
の
課
題
で
あ

る
一
年
一
産
の
多
連
産
記
録
を
競
う

多
連
産
牛
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
が
番

付
表
と
し
て
発
表
さ
れ
、
山
田
県
農

林
水
産
部
長
に
よ
り
表
彰
が
行
な
わ

れ
た
。

　
十
五
連
産
を
記
録
し
た
蒲
生
の
小

堺
恵
一
さ
ん
（
の
り
こ
号
）
が
東
横

綱
と
な
り
、
新
潟
県
知
事
賞
、
全
国

和
牛
登
録
協
会
長
賞
を
、
蓬
平
の
若

井
利
作
さ
ん
（
く
さ
の
号
）
が
十
一

連
産
で
、
に
い
が
た
牛
三
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
た
。

　
今
後
、
こ
の
大
会
を
出
発
点
と
し

て
活
力
あ
る
肉
用
牛
経
営
を
目
標
に

各
種
の
事
業
が
展
開
さ
れ
る
。



III“1”IIIllIllIlll131“II”IlllllIIlllIIこうほう・まつだい（ll月号）III川III“IIlllIIll“Illll”llllll”IlllllllllllIIllIIIlll”II“llII“III”IllllIllllIII”Ill1111川lll川llllIIllIIll川lllIII”IIllIll”llIllllII”IllIIIIIII“1川III”II“III”IlllIIlllI

第
二
十
六
回
く
び
き
子
牛
共
進
会

松
代
牛
頑
張
る
p
・

　
子
牛
価
格
の
動
向
は
、
全
国
有
名

産
地
を
中
心
に
夏
場
頃
か
ら
、
よ
う

や
く
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
期

に
わ
た
る
子
牛
価
格
の
低
迷
に
よ
り

繁
殖
農
家
が
多
く
の
母
牛
を
肥
育
転

用
し
出
荷
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
で
は
、
対
前

年
比
百
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
母
牛

第26回くびき子牛共進会入賞者名簿表1

食
い
つ
ぶ
し
現
象
が
お
き
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
輸
入
枠
の
拡
大
は
あ

っ
た
も
の
の
生
産
子
牛
の
減
少
は
確

実
と
み
ら
れ
、
子
牛
価
格
の
上
昇
へ

と
向
か
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
上
越
市
場
へ
の
波
及
が
期

待
さ
れ
る
な
か
で
十
一
月
六
日
、
第

二
十
六
回
く
び
き
子
牛
共
進
会
・
子

牛
市
場
が
上
越
家
畜
市
場
で
開
催
さ

順　　位 部　落 氏　　　名 性別
日　令

（日）
体　重

（kg）

1　等　賞 蓬　平 若　井　正　利 去勢 260 346
〃 竹　所 中　條　爲　栄 〃 236 282
〃 莇　平 高　橋　二　一 〃 279 325

2　等　賞 片桐山 柳　　　捨　吉 去勢 250 309
〃 蒲　生 小　堺　恵　一 雌 238 228
〃 莇　平 高　橋　吉　治 去勢 328 361

3　等　賞 蓬　平 若　井　徳　吉 去勢 305 321
〃 蓬　平 若　井　弘太郎 〃 265 283
〃 蓬　平 若　井　孫太郎 〃 206 243
〃 竹　所 中　條　爲　栄 〃 225 232

れ
た
。

　
く
び
き
子
牛
共
進
会
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
繁
殖
農
家
、
市
町
村
に

熱
が
入
っ
て
き
て
お
り
春
、
秋
の
盛

大
な
行
事
と
な
っ
て
き
た
。

　
資
質
偏
重
か
ら
増
体
志
向
へ
の
過

渡
期
に
あ
た
り
、
子
牛
の
発
育
、
体

型
、
資
質
改
良
へ
の
畜
産
農
家
・
関

係
機
関
の
情
熱
は
高
く
、
優
良
牛
の

共
進
会
出
品
頭
数
は
、
増
加
し
て
い

る
。　

審
査
結
果
は
、
表
一
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
松
代
牛
は
、
最
優
秀
賞
は
譲
っ
た

も
の
の
一
等
賞
を
独
占
す
る
の
を
始

め
入
賞
頭
数
二
十
三
頭
の
う
ち
十
頭

を
占
め
優
良
牛
の
出
品
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
上
越
家
畜
保
健
衛
生
所
の
金
井
所

長
は
「
審
査
を
行
な
い
特
に
目
立
つ

の
は
、
市
町
村
間
で
育
成
子
牛
の
バ

ラ
ツ
キ
が
非
常
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
最
近
、
松
代
町
の
子
牛
は
斉

一
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
く
び
き
子
牛

の
産
地
化
を
図
る
に
は
、
そ
ろ
っ
た

子
牛
を
出
荷
す
る
こ
と
が
一
番
重
要

で
あ
る
。
畜
産
農
家
の
努
力
に
期
待

す
る
一
と
講
評
し
た
。

　
市
場
成
績
は
、
表
二
の
と
お
り
で

あ
る
。
春
に
比
べ
て
、
キ
ロ
当
り
単

価
で
百
円
以
上
あ
が
っ
て
お
り
、
去

勢
を
中
心
に
価
格
の
上
昇
が
は
っ
き

り
と
現
わ
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
松
代
牛
に
限
っ
て
言
え
ば
、

去
勢
の
キ
ロ
当
り
単
価
が
千
円
を
越

え
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
松
代
町
の
子
牛
出
荷
頭
数
は
、
今

回
市
場
で
昭
和
五
十
八
年
度
出
荷
頭

数
百
十
六
頭
と
同
数
と
な
り
、
十
二

月
市
場
出
荷
を
考
え
れ
ば
三
十
頭
前

後
増
頭
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
母
牛
の
年
令
構
成
か
ら
今
後
と
も

子
牛
生
産
頭
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
優
良
牛
の
生
産
が
期
待
さ
れ
る
。

上越家畜市場成績11月6日開催表2

地域 性　別
成立頭数
　（頭）

最高価格
（千円）

最低価格
（千円）

平均価格
　　（円）

平均体重
　（kg）

キロ当り
単価（円）

販売価格
　（千円）

上
越
計

メ　ス 78 362 72 165，166 232．7 710 12，883

去　勢 96 434 41 247，979 273．6 906 23，806

計 174 434 41 210，856 255．3 826 36，689

松
代
計

メ　ス 15 322 92 174，133 227．5 766 2，612

去　勢 23 387 160 283，304 276．6 1，024 6，516

計 38 387 92 240，211 257．2 934 9，128

欝
・

慮轡

、
鳩
公
麟
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　　縣

鰻　　脳轍

罐
雛無

　　　鑛
　　　　敷

　堀　　 壌

難鞭糠腰
　秘　難
鍵藩鰹

顯

灘

謹

町
営
農
道

　
　
苧
島
・
立
の
平
線
竣
工

難
鰍
撒

　
鞭

　
蕪縣購　

鎌
．
購

　
撫
、

職懸鵜
　　鰯嚇蝋

漂
．鞄

”

襲
鞭
、

鞭
、

蜘
、
ウ
　
榊

“枷、．
畑

、
麟

梱

　　　　　　　　　　　　　　　　　繭
　　　　　　　　　　　　　難離

　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　曝

　　　　　　　　　攣

　　　　　　撫
襲

　　　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　　　　繹　　　　　擁　　　㈱　　鰭灘　難

　　　　　　　　　叢

　
　
　
　
繋
飯
“
の
重
要
性
惚
見
直
す
⑦

　
　
　
　
　
　
望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
が
一
日
に
得

　
食
料
の
自
給
率
は
約
50
％
　
　
　
る
平
均
的
熱
量
は
約
二
千
五
百
キ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ
リ
ー
。
こ
の
う
ち
、
国
産
の
食

　
日
本
の
国
土
の
大
部
分
は
、
穏
や
　
　
料
が
占
め
る
割
合
は
約
五
〇
パ
ー
セ

か
な
四
季
の
変
化
に
恵
ま
れ
た
温
暖
　
　
ン
ト
、
約
千
三
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に

な
土
地
で
す
。
そ
の
上
、
年
間
を
通
　
　
す
ぎ
ま
せ
ん
。
残
り
の
半
分
が
海
外

じ
て
適
度
の
雨
量
が
あ
る
と
い
う
、
　
　
か
ら
の
輸
入
食
料
に
支
え
ら
れ
て
い

稲
作
に
は
欠
か
せ

な
い
条
件
を
備
え
　
食
料
の
自
給
率

　
　
　
　
四
方
を
囲
む
海
は
、

と
寒
流
が
交
差
し
て
格
好
の
漁
場
と

　
　
　
質
量
と
も
に
豊
富
な
魚
が
、

貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
大
い
に

役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
限
ら
れ
た
狭

い
国
土
に
一
億
以
上
の
人
が
住
ん
で

い
る
の
で
す
。
国
内
で
生
産
さ
れ
る

食
料
だ
け
で
全
国
民
の
胃
袋
を
完
全

に
満
た
す
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
程
度
の
食
料
を
輸
入
せ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
．

　
で
は
、
食
料
の
自
給
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

て
い
る
た
め
、
昔

か
ら
米
を
中
心
と

し
た
食
生
活
が
形

成
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
一
方
、

な
り
、

自
給
率
の
向
上
が

日
本
型
食
生
活
を
守
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
る
わ
け
で
、
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活

　
　
暖
流
　
　
の
不
安
定
さ
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に

　
　
　
　
　
　
あ
る
の
で
す
．

弊験
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七
回
協
会
長
杯
争
奪

親
善
、
バ
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ミ
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ト
ン
大
会

開
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れ
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第
七
回
協
会
長
杯
争
奪
、
親
善
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
10
月
2
8

日
㈲
松
代
町
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
十
日
町

市
、
下
条
、
松
之
山
町
、
安
塚
町
、

各
方
面
か
ら
選
手
、
応
援
団
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

嚢蒲徴1～学楼学校給食藁
∫で葦芋ンニー…1莞乳尋。∫二這孝』一：；二。タ斗二i三輩1騒ポ♂峯青1：乏二！

種　　　目 ランタ 順位 氏　　　　名 所　　属

男　　　　子

ダブルス

A 優勝 桑原　　栄・梧沢　信也 あすかクラブ
〃 2位 石口　博雄・関谷信一郎 松　代　協
〃 3位 星野　慶一・中町　秀樹 下条クラブ

女　　　子

ダブルス

A 優勝 小堺　広恵・佐藤　房江 松　代　高
〃 2位 関谷　直美・高橋　昭子 〃

〃 3位 佐藤八重子・佐藤　昌代 松之山高
男　　　子

ダブルス

B 優勝 牧野　康哉・佐藤　　章 安塚クラブ
〃 2位 伊勢　秀人・高波　　浩 〃

〃 3位 柳　　　久・関谷　邦一 松　代　協

女　　　子

ダブルス

B 優勝 山口すみえ・上村　和枝 下条クラブ
〃 2位 小野塚めぐみ・村山真弓 松之山高
〃 3位 小野塚裕子・小野塚靖子 〃

男　　　　子

シングルス

A 優勝 志　賀　　　護 松之山高
〃 2位 石　口　博　雄 松　代　協
〃 3位 村　山　武　男 松之山高

女　　　子
シングルス

A 優勝 市　川　ナツ子 松　代　協
〃 2位 関　谷　まゆみ 〃

〃 3位 小　堺　広　恵 松　代　高

男　　　子
シングルス

B 優勝 牧　野　康　哉 安塚クラブ
〃 2位 関　谷　邦　一 松　代　協
〃 3位 大　渕　　　勇 下条クラブ

女　　　子
シングルス

B 優勝 山　口　すみえ 下条クラブ
〃 2位 佐　藤　喜三代 松之山高
〃 3位 高　橋　昭　子 〃

男　　　　子

シングルス

小
学
生

優勝 若　山　勝　男 室　　　野
2位 若　山　　　淳 〃

3位 柳　　　　一　則 松　　　代

女　　　子
シングルス

小
学
生

優勝 鈴　木　奈穂子 〃

2位 佐　藤　亜也子 〃

3位 米　持　千　夏 室　　　野

　
蒲
生
小
学
校
が
、
学
校
給
食
25
周

年
に
あ
た
る
、
9
月
16
日
学
校
給
食

の
運
営
と
そ
の
指
導
が
す
ぐ
れ
て
い

る
と
い
う
事
で
、
文
部
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
．

　
10
月
鰺
日
㈲
受
賞
祝
賀
会
が
、
島

田
教
育
長
、
小
堺
教
育
委
員
長
、
学

校
区
の
田
辺
、
山
岸
両
町
議
会
議
員

蒲
生
、
名
平
、
寺
田
の
嘱
託
員
、
P

T
A
各
関
係
者
百
名
余
り
の
出
席
の

も
と
で
行
わ
れ
た
。

　
蒲
生
小
学
校
の
給
食
は
、
昭
和
34

年
10
月
1
日
よ
り
完
全
給
食
が
実
施

さ
れ
、
子
供
達
を
始
め
地
域
の
食
生

活
の
改
善
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　
蒲
生
、
寺
田
分
校
の
給
食
婦
さ
ん

に
感
謝
状
が
送
ら
れ
、
受
賞
の
喜
び

を
、
み
ん
な
で
わ
か
ち
あ
っ
た
。

襲表
鰐

滅講
譲

激状
攣

　
　
’
欝
孝
’
　
毒
鮎
簿
選
繍
‘
議

導
蟻
讐
毒
慧
ソ
■
鰻
．
，
戴

　
　
瓢
籍
叢
、
臼
ヂ
．
ー
婁
蓼

　
　
螺
秘
轟
　
蜜
　
，
’

蓬

鑑
蓼
飾
鷺
艦
猟
癒
鍵
磯
欄

，ぐ
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松
繕
嚥
轟
繊
蕪
曽
環
成

賑．

撮
糞
議
部
諜
開
繕
さ
灘
る

　
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の

二
部
会
（
総
務
・
環
境
改
善
、
健
全

育
成
）
が
一
緒
に
な
っ
て
十
月
二
十

六
日
（
金
）
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
出
稼
前
の
忙
し
い
時
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
各
方
面
か
ら
の
出

席
を
い
た
だ
き
参
加
者
は
総
勢
四
〇

名
で
あ
っ
た
．

　
日
程
は
午
前
九
時
開
会
し
、
午
前

は
分
科
会
、
午
後
は
講
演
と
全
体
会

が
行
わ
れ
三
時
半
終
了
し
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
分
科
会
で
は
、

総
務
・
環
境
改
善
部
会
と
健
全
育
成

部
会
が
各
会
場
に
別
れ
、
司
会
者
の

進
行
に
よ
っ
て
各
分
科
会
ご
と
の
テ

ー
マ
を
話
し
合
う
も
の
で
、
テ
ー
マ

の
討
論
後
、
助
言
者
の
方
か
ら
ま
と

め
を
い
た
だ
く
と
言
う
方
法
で
あ
る
。

　
テ
ー
マ
ご
と
の
話
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
．

◎
総
務
・
環
境
改
善
部
会

ω
　
青
少
年
を
健
全
育
成
す
る
に
は

関
係
機
関
、
団
体
が
ど
の
よ
う
に
連

絡
協
調
し
て
い
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う

か
。○

青
少
年
の
健
全
育
成
関
係
と
し
て

ど
ん
な
機
関
、
団
体
が
あ
る
か
。

　
P
T
A
が
各
学
校
に
あ
る
・
町
P

T
A
連
絡
協
議
会
・
町
教
育
振
興
会

の
中
に
生
活
指
導
連
絡
会
・
学
警
連
・

婦
人
会
・
青
年
団
・
保
護
司
会
・
民

生
委
員
会
・
、
子
供
会
・
少
年
補
導
員
・

青
少
年
育
成
町
民
会
議
等
が
あ
る
．

〇
一
般
の
会
員
は
青
少
年
の
実
態
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
か

ら
多
く
部
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
青
少
年
育
成

に
関
す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
報
告

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

○
松
代
で
は
買
い
食
い
が
小
・
中
・

高
校
生
と
も
多
い
と
い
う
実
態
が
あ

り
、
夏
休
み
前
に
そ
れ
を
断
切
る
運

動
を
話
し
合
っ
た
。
高
校
で
は
九
ヶ

所
で
地
区
P
T
A
を
開
い
て
地
域
の

実
態
を
把
握
し
た
。
過
疎
化
が
進
み
、

地
域
に
活
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
心
配
だ
、
特
に
健
全
育
成
に

役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
が
や
れ
な
い
地
域

が
増
え
て
き
て
い
る
。

o
商
工
会
、
商
店
の
方
か
ら
も
買
い

食
い
等
に
つ
い
て
一
声
か
け
て
も
ら

う
事
も
大
事
だ
と
思
う
。

○
各
種
団
体
の
中
味
を
検
討
し
、
町

民
会
議
役
員
構
成
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

の
　
町
民
会
議
を
ど
の
よ
う
に
組
織
、

運
営
し
て
い
く
の
が
青
少
年
の
育
成

に
役
立
つ
だ
ろ
う
か
。

⑥
　
町
民
会
議
は
ど
の
よ
う
な
行
事

を
計
画
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
最
も

望
ま
し
い
あ
り
方
だ
ろ
う
か
。

　
会
員
を
増
や
す
方
法
に
つ
い
て

o
会
員
一
人
一
人
が
何
を
や
れ
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ

る
の
で
そ
の
役
割
り
に
つ
い
て
提
示

し
て
も
ら
い
た
い
。

o
壮
年
の
方
の
町
民
会
議
へ
の
関
心

が
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
意
識
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
。

○
学
校
関
係
者
の
会
員
が
少
な
い
の

で
町
民
会
議
と
し
て

も
学
校
側
に
参
加
を

働
き
か
け
る
必
要
が

あ
る
。

○
青
少
年
を
対
象
に

し
た
会
な
の
で
青
少

年
を
持
つ
親
の
会
員

を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。○

地
区
懇
談
会
を
や

っ
て
も
ら
っ
た
ら
大

変
有
意
義
だ
っ
た
の

で
こ
れ
か
ら
も
数
多

く
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。o

映
画
を
利
用
し
た

懇
談
会
も
好
評
で
あ

っ
た
の
で
映
画
等
も

取
入
れ
た
懇
談
会
も

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
交
通
違
反
や
事
故

等
の
激
増
が
伝
え
ら

れ
る
が
、
交
通
安
全

指
導
貝
等
の
参
加
も

願
い
た
い
。

o
自
然
を
生
か
し
た
青
少
年
の
健
全

育
成
と
い
う
面
か
ら
、
ト
リ
ム
コ
ー

ス
を
整
備
し
た
ら
ど
う
か
。

㈲
　
青
少
年
活
動
の
指
導
者
育
成
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

㈲
　
青
少
年
の
育
成
に
町
民
か
ら
関

心
を
も
つ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

⑥
　
地
域
に
は
子
ど
も
を
不
良
化
す

る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
の
根

本
的
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

を
除
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。

o
青
少
年
の
非
行
だ
け
が
悪
い
と
決

め
つ
け
ず
回
り
の
環
境
を
良
く
す
る

事
も
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
親
と
子
の
対
話
が
少
な
い
の
で
対

話
を
持
つ
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

O
P
T
A
と
連
携
し
た
オ
ア
シ
ス
運

動
の
推
進
、
特
に
小
さ
い
時
か
ら
の

し
つ
け
の
重
要
さ
を
認
識
し
て
保
育

園
や
母
の
会
等
へ
の
働
き
か
け
、
ひ

い
て
は
地
域
ぐ
る
み
の
オ
ア
シ
ス
運

動
へ
と
発
展
さ
せ
て
行
く
。

◎
健
全
育
成
部
会

ω
　
松
代
町
に
は
ど
ん
な
青
少
年
の

問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

o
他
人
が
人
の
子
を
し
か
る
よ
う
な

空
気
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
町
外
に

出
た
場
合
、
羽
を
の
ば
す
（
間
題
を

起
す
）
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
ぺ
ー
ジ
ヘ
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1
6
ぺ
ー
ジ
よ
り

○
み
ん
な
自
分
の
子
供
と
し
て
、
責

任
を
も
っ
て
注
意
し
て
ゆ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
．

o
問
題
と
な
る
行
為
は
陰
を
ひ
そ
め

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

○
各
地
区
で
、
子
ど
も
会
を
中
心
に
、

も
ち
つ
き
大
会
、
ま
め
ま
き
大
会
等

の
諸
行
事
．

　
収
穫
祭
や
文
化
祭
、
出
稼
ぎ
者
を

送
る
会
の
よ
う
に
、
部
落
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
の
行
事
。

　
子
供
み
こ
し
や
伝
統
芸
能
の
継
承

に
よ
る
祭
り
へ
の
参
加
等
、
各
種
の

行
事
を
通
じ
て
、
親
子
、
地
域
と
の

ふ
れ
合
い
を
図
っ
て
い
る
。

○
子
供
を
中
心
と
し
た
行
事
は
、
あ

く
ま
で
も
、
子
供
が
主
体
と
な
る
よ

う
、
後
か
た
づ
け
に
至
る
ま
で
、
子

供
に
活
や
く
の
「
場
」
を
も
た
せ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
大
人
が
胸
襟
を
開
け
ば
、
お
の
ず

か
ら
子
供
達
も
変
っ
て
く
る
。

○
あ
い
さ
つ
も
良
く
出
来
る
子
供
が

多
い
。

⑥
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
は
ど
う
あ

れ
ば
よ
い
か
。

〇
七
つ
ほ
め
三
つ
し
か
る
指
導
の
あ

り
方
が
大
切
で
あ
る
。

○
徹
底
的
に
手
伝
い
を
さ
せ
る
。

○
親
子
が
同
じ
趣
味
、
共
通
の
楽
し

み
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

〇
一
緒
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
も

必
要
で
あ
る
．

　
例
え
ば
、
雪
お
ろ
し
等
や
っ
て
、

苦
し
み
の
中
に
、
や
り
と
げ
た
あ
と

の
喜
び
を
わ
か
ち
合
う
こ
と
。

○
学
校
田
（
畑
）
等
、
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
生
産
す
る
喜
び
を
体
得
し
、

も
の
の
価
値
観
を
深
め
る
。

○
小
物
な
ど
で
も
、
生
産
さ
れ
る
過

程
を
理
解
さ
せ
、
価
値
観
を
高
め
る
。

o
キ
ャ
ン
プ
等
、
限
ら
れ
た
施
設
・

物
資
の
中
で
生
活
す
る
と
創
意
工
夫

・
価
値
観
が
変
っ
て
く
る
。

○
子
供
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
顔
が
あ

る
。
そ
の
い
ろ
い
ろ
の
面
を
見
て
教

育
（
し
つ
け
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

○
我
々
が
迷
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、

も
ろ
に
子
供
達
に
影
響
す
る
の
で
、

も
っ
と
多
く
、
よ
り
健
全
な
も
の
を

身
に
つ
け
て
、
親
自
身
が
し
っ
か
り

と
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

o
苦
し
く
と
も
や
り
ぬ
く
こ
と
、
欲

求
は
少
し
待
た
せ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。

o
感
謝
の
気
持
ち
、
相
手
の
気
持
ち

を
大
切
に
す
る
心
を
機
会
あ
る
ご
と

に
指
導
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。㈲

　
子
ど
も
会
の
育
成
に
は
ど
ん
な

問
題
が
あ
り
、
ど
う
す
る
こ
と
が
最

も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

○
大
人
が
中
心
で
計
画
が
進
め
ら
れ

る
場
面
が
多
い
．

○
子
供
達
が
集
ま
っ
て
相
談
す
る
機

会
が
少
い
。

○
今
、
松
代
町
に
は
、
二
十
の
単
位

子
ど
も
会
、
四
九
九
名
の
会
員
が
い

る
。
組
織
的
に
良
い
面
が
あ
る
。

○
行
事
を
し
ぼ
っ
て
も
、
本
当
に
子

ど
も
達
の
参
加
出
来
る
も
の
が
望
ま

し
い
。

　
以
上
が
両
分
科
会
で
話
あ
わ
れ
、

午
前
十
一
時
半
分
科
会
を
終
了
し
た
。

　
午
後
は
一
時
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
、

講
師
に
は
上
越
教
育
事
務
所
社
会
教

育
主
事
、
西
沢
礼
二
先
生
よ
り
お
話

を
い
た
だ
い
た
。

　
内
容
は
「
青
少
年
の
健
全
育
成
を

考
え
る
」
と
題
し
、
現
在
の
青
少
年

非
行
の
特
徴
（
低
年
齢
化
・
一
般
化
・

遊
び
型
化
・
場
面
の
拡
大
化
）

　
健
全
な
青
少
年
と
は
健
康
で
あ
る

こ
と
、
学
習
に
励
む
こ
と
、
文
化
に

接
す
る
こ
と
、
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
資
料
を
も
と
に
例
を
と
り
出
し

わ
か
り
易
く
お
話
さ
れ
た
。

◎
　
　
豆
　
　
◎
　
　
窃
　
　
◎
　
　
◇
　
　
略
　
　
観
　
　
◎
　
　
◎
　
　
づ
　
　
◇
　
　
観
　
　
観
　
　
◎

懸レ

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
青
少
年
健
全

育
成
に
関
す
る
表
彰
者
と
し
て
前
松

　
又
、
先
生
は
現
代
の
青
少
年
は
「
指

示
待
ち
族
」
だ
と
指
摘
さ
れ
、
子
供

自
身
が
積
極
的
に
行
動
せ
ず
、
何
事

も
他
人
指
向
型
で
、
他
人
の
意
見
を

聞
い
て
そ
れ
に
合
わ
せ
る
様
に
行
動

す
る
、
自
分
で
工
夫
を
し
な
い
の
で

親
や
回
り
の
環
境
と
し
て
は
子
供
の

た
め
に
自
分
の
意
見
を
言
っ
て
将
来

像
を
指
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
お

話
さ
れ
た
．

　
講
演
が
終
了
す
る
と
全
体
会
が
開

か
れ
、
全
体
会
で
は
両
分
科
会
で
の

討
議
が
発
表
さ
れ
、
最
後
に
会
長
よ

り
今
日
の
話
あ
い
を
運
営
委
員
会
で

検
討
し
、
来
年
度
は
町
民
会
議
が
充

実
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
挨
拶
さ

れ
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
部
会
を
終

了
し
た
。

総
務
・
環
境
改
善
部
会

健
全
育
成
部
会

鈴
木
益
夫

山
岸
益
夫

づ
　
　
◇
　
　
づ
　
　
◇
　
　
◇
　
　
づ
　
　
づ
　
　
◇
　
　
◇
　
　
奄
　
　
◎
　
　
査
　
　
窃
　
　
◇

代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
会
長

小
堺
又
七
さ
ん
が
十
一
月
十
三
日
長

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
青
少
年
健
全
育

成
県
民
大
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
堺
さ
ん
の
表
彰
は
初
代
町
民
会

議
の
会
長
と
し
て
2
期
四
年
間
に
わ

た
り
、
青
少
年
育
成
及
び
少
年
非
行

事
故
防
止
活
動
に
キ
メ
細
か
い
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
の

も
の
で
す
．

耀
人
権
能
つ
い
て

　
　
考
え
て
み
ま
し
よ
う

捏
月
4
日
～
m
日
は
『
人
権
週
間
」

　
世
界
人
権
宣
言
が
誕
生
し
た
1
2
月

10

日
の
「
人
権
デ
ー
」
を
記
念
し
て
、

12

月
4
日
か
ら
こ
の
人
権
デ
ー
ま
で

の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。
期
間
中
は
全
国
各
地
で
「
人

権
」
に
ち
な
ん
だ
催
し
物
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
も
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
窯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
人
権
問
題
で
困
っ
た
ら
、
お
近
く

の
人
権
相
談
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
法
務
局
、
地
方
法
務
局
ま
た
は

そ
の
支
局
（
常
時
）
　
▼
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
（
常
時
）

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
、
難

し
い
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
福
祉
週
間

　
　
　
12
月
9
日
～
幡
日
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騨
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．
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．
嚇
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頴
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぐ
　
じ

　
　
　
　
　
　
，
難
　
　
欝

　
　
　
　
跳
、
　
㌔
．
　
臓
継

　
　
　
　
　
　
　
、
鍵
㎜

　
　
　
　
　
　
　
お

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

狛号肩
　
　
　
、
轡
憾
篶
．
、

0い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸

繁
、
瀞
　
　
紺
嚇
臨

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製

　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
鍵

・
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
、
尋

ま、
つ

こ　
　
　
　
　
　
、
織

　
　
　
　
　
　
　
駄
噸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
熱

”
　
　
　
　
　
灘

”
　
　
　
　
　
㎜

擁
　
　
　
鋳

闘
　
　
　
　
　
像

み穐・
．
癒嚇

　
、
％

録態　
ぶ

・
裕

　
　
　
　
　
る
ン
ゆ

＼
ー
、
＼
　
〆
￥
識

　
仙
納
部
落
は
町
の
中
心
部
か
ら
は

北
西
に
位
置
し
、
松
代
、
岡
野
町
線

の
県
道
か
ら
堀
割
で
西
に
分
岐
し
て
、

室
野
、
山
平
線
の
バ
ス
道
路
を
大
谷

地
で
北
の
方
向
に
右
折
し
、
更
に
部

落
の
入
り
口
で
北
山
小
学
校
へ
の
町

道
と
別
れ
て
東
へ
右
折
す
る
と
仙
納

の
部
落
が
見
え
て
く
る
。

　
道
路
は
U
字
形
に
大
き
く
湾
曲
し
、

部
落
内
の
道
路
は
東
端
が
下
り
勾
配

と
な
っ
て
や
が
て
行
き
止
ま
り
に
な

る
。
ま
た
田
代
部
落
に
通
じ
る
道
路

が
昨
年
秋
新
ル
ー
ト
を
開
削
し
て
、

仙
納
橋
を
渡
っ
て
岡
野
町
へ
の
県
道

に
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
車
輔
で
通
り
抜
け
が
可
能

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
長
年
の
夢

が
や
っ
と
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
十
一
月
一
日
現
在
の

仙
納
部
落
の
戸
数
は
二
十
三
戸
あ
り
、

冬
に
な
る
と
ま
た
一
戸
離
村
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
過
疎
の
波
は
ま

だ
し
ば
ら
く
は
防
ぎ
よ
う
も
な
い
よ

う
で
、
二
〇
戸
よ
り
減
少
し
て
し
ま

う
の
も
時
間
の
間
題
と
見
ら
れ
て
い

る
。
終
戦
前
後
に
か
け
て
、
疎
開
家

族
が
入
村
し
て
人
口
が
膨
張
し
た
頃

は
四
十
三
戸
に
達
し
て
い
た
の
で
、

丁
度
二
〇
戸
は
離
村
し
た
こ
と
に
な

っ
て
、
農
山
村
に
共
有
の
過
疎
現
象

が
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
仙
納
と
い
う
部
落
が
い
つ
頃

開
村
し
た
も
の
か
、
口
碑
、
伝
説
す

ら
消
失
し
て
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、

古
老
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
寺
田

の
部
落
と
小
貫
の
部
落
の
中
間
に
、

少
林
寺
の
寺
院
と
共
に
仙
納
の
部
落

が
あ
っ
て
、
い
つ
の
頃
か
大
規
模
な

地
す
べ
り
の
為
に
現
在
の
位
置
に
大

挙
し
て
移
住
し
、
少
林
寺
は
和
泉
舎

さ
ん
の
柳
一
族
と
共
に
松
代
に
移
転

し
た
と
い
う
。
少
林
寺
が
あ
っ
た
所

だ
と
い
う
こ
と
で
寺
田
と
命
名
し
、

仙
納
の
部
落
と
の
関
連
で
仙
納
平
と

い
う
屋
号
が
現
存
す
る
と
い
う
。

　
年
代
も
時
代
も
不
明
な
話
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
の
初
年
頃
の
話
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
現
存
す
る
古
文
書
で
は
最
も
古

い
も
の
は
天
和
三
年
の
検
地
帳
で
、

約
三
〇
〇
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
検
地

帳
で
は
、
百
姓
の
名
前
七
人
、
字
名

十
五
個
所
、
水
田
二
反
五
畝
、
畑
四

反
四
畝
六
歩
、
屋
敷
四
畝
九
歩
、
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
切
替
畑
と

山
林
が
あ
り
、
切
替
畑
に
は
青
苧
を

栽
培
し
て
い
た
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
ペ
ー
ジ
ヘ
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1
8
ぺ
ー
ジ
よ
り

で
の
田
畑
を
開
墾
す
る
に
は
、
少
な

く
て
も
数
年
は
要
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が

二
〇
年
余
り
を
要
し
た
と
す
れ
ば
、

寛
文
年
間
に
な
り
、
四
代
将
軍
家
綱

の
治
世
の
頃
に
相
当
す
る
。
そ
の
近

く
の
頃
が
開
村
の
年
代
な
の
か
も
知

れ
な
い
。

　
そ
れ
が
、
現
存
す
る
最
大
の
安
永

九
年
（
一
七
八
○
）
の
検
地
帳
に
な

る
と
字
名
四
十
四
個
所
、
水
田
三
町

二
一
歩
、
畑
一
〇
町
二
反
五
畝
と
な

り
、
約
一
〇
〇
年
間
で
水
田
十
二
倍

と
な
り
、
畑
二
・
三
倍
と
な
っ
て
い

て
、
水
田
の
増
加
率
が
極
め
て
高
か

っ
た
。
こ
れ
に
つ
れ
て
、
百
姓
の
名

前
も
十
六
人
と
二
倍
以
上
に
増
加
し

て
い
る
。
人
口
が
二
倍
位
に
増
加
し

た
の
に
、
水
田
が
十
二
倍
、
畑
二
・

三
倍
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
は
、

一
応
生
活
が
安
定
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
分
家
し
た
者
、
隣
部
落
か

ら
移
住
し
て
き
た
者
な
ど
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
力
を
合
わ
せ

て
田
畑
の
開
墾
に
励
ん
だ
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。

　
お
そ
ら
く
安
政
九
年
の
検
地
に
基

づ
い
て
作
製
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
、

代
官
大
草
太
郎
左
衛
門
に
提
出
さ
れ

た
耕
地
絵
図
の
控
え
に
よ
れ
ば
、
水

田
は
四
十
の
字
に
及
び
、
畑
は
四
十

四
の
字
と
な
り
、
合
計
八
十
四
の
字

名
と
な
り
、
百
姓
の
名
前
も
更
に
二

名
増
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
絵
図

が
完
成
す
る
ま
で
に
更
に
耕
地
も
人

口
も
順
調
に
増
加
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
維
新
前
は
松
之
山
北
組
三
十

二
ヶ
村
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、

維
新
後
は
何
度
か
の
変
遷
の
後
、
明

治
十
一
年
に
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ

っ
て
東
頸
城
郡
に
含
ま
れ
、
第
小
三

区
四
番
組
に
編
制
さ
れ
て
い
る
。

　
維
新
後
の
教
育
史
を
ひ
も
と
く
と
、

明
治
八
年
に
室
岡
剛
氏
が
学
区
取
締

に
任
命
さ
れ
、
仙
納
小
学
校
を
開
設

し
た
。
明
治
十
年
の
学
校
統
計
表
で

は
、
教
員
は
服
部
貞
悦
一
名
で
、
生

徒
は
男
子
一
一
四
名
・
女
子
二
九
名

と
な
っ
て
い
る
。
北
山
校
区
以
外
か

ら
も
入
学
す
る
者
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
五
年
の
教
育
制
度
改
革

に
伴
っ
て
、
北
山
小
学
校
と
改
名
し
、

教
員
二
名
、
男
子
生
徒
九
十
五
名
、

女
子
生
徒
十
二
名
と
い
う
規
模
で
あ

っ
た
と
い
う
。

　
明
治
四
十
年
の
小
学
校
令
改
正
に

伴
っ
て
田
野
倉
へ
移
転
す
る
ま
で
、

約
三
十
年
間
仙
納
に
小
学
校
が
設
置

さ
れ
、
尋
常
小
学
校
の
上
に
高
等
小

学
校
も
開
設
さ
れ
、
現
在
九
十
歳
以

上
の
御
年
配
の
方
の
中
に
は
、
高
等

科
に
学
ぶ
た
め
に
仙
納
校
ま
で
通
っ

た
方
が
松
代
に
も
お
い
で
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　
こ
の
仙
納
校
を
開
設
さ
れ
た
室
岡

剛
氏
は
、
明
治
十
三
年
か
ら
十
四
年

に
か
け
て
と
、
二
十
三
年
か
ら
二
午

五
年
に
か
け
て
の
二
期
に
亘
っ
て
、

県
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
豪
胆
と
奇

策
を
以
っ
て
県
下
に
名
を
と
ど
ろ
か

せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
氏
は

郡
会
議
員
も
三
期
連
続
し
て
当
選
す

る
な
ど
、
仙
納
の
生
ん
だ
傑
物
・
快

男
児
で
あ
っ
た
。
　
（
現
在
同
氏
の
子

孫
は
横
浜
市
に
在
住
し
て
い
る
）

　
爾
来
、
仙
納
と
い
う
部
落
は
交
通

の
要
衝
で
も
文
化
の
中
心
で
も
な
か

っ
た
た
め
に
、
部
落
民
の
気
風
は
概

し
て
、
保
守
的
か
つ
閉
鎖
的
で
あ
る

上
に
、
理
財
に
疎
い
た
め
に
、
郷
里

を
後
に
し
て
関
東
方
面
に
新
天
地
を

求
め
た
人
達
も
、
飲
食
店
・
食
料
品

店
・
雑
貨
商
な
ど
を
営
む
か
、
公
務

員
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
く
ら
い

の
も
の
で
、
ひ
と
山
当
て
た
成
金
や
、

一
代
で
巨
万
の
富
を
築
い
た
実
業
家

な
ど
は
全
く
見
当
ら
な
い
。

　
そ
う
し
た
姑
息
さ
が
端
的
に
現
れ

た
の
が
、
道
路
問
題
と
公
民
館
の
建

設
位
置
を
め
ぐ
っ
て
、
部
落
を
二
分

し
て
争
い
、
長
い
間
の
し
こ
り
と
も

な
っ
た
約
三
十
年
前
の
紛
争
で
あ
っ

た
。
あ
の
事
件
も
今
で
は
語
り
草
と

な
っ
て
、
若
い
世
代
に
は
全
く
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
紛
争
と
い
え
ば
、
旧
山
平
村
時
代

に
、
蒲
生
校
舎
と
北
山
校
舎
に
分
か

れ
て
い
た
山
平
中
学
校
を
、
蒲
生
に

統
合
す
る
こ
と
で
話
が
も
つ
れ
、
感

情
の
ゆ
き
違
い
も
あ
っ
て
、
二
ヵ
月

ほ
ど
北
山
校
舎
（
田
野
倉
・
仙
納
）

の
生
徒
が
同
盟
休
校
を
し
て
抵
抗
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
契
機
で

山
平
中
学
校
の
新
校
舎
（
現
在
の
早

稲
田
大
学
校
地
）
が
建
築
を
早
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
す
で
に
四
十

年
近
い
昔
話
と
な
っ
た
。

　
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
現
在
の
仙
納
部
落
に
は
、

そ
の
よ
う
な
紛
争
は
存
在
し
な
い
。

た
だ
、
こ
の
部
落
に
明
る
い
展
望
を

持
つ
た
め
に
は
、
部
落
民
挙
っ
て
の

事
業
計
画
、
そ
れ
も
、
十
年
後
、
二

十
年
後
、
或
い
は
五
十
年
後
に
、
確

実
な
利
益
や
成
果
を
生
む
こ
と
が
約

束
さ
れ
る
企
画
が
、
最
も
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
造
林
計
画
、
新
産
業
の
開
発
、
若

者
の
定
着
、
通
学
道
路
、
ふ
る
さ
と

村
、
山
菜
の
里
等
々
、
衆
知
を
集
め

て
、
或
い
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招

い
て
、
次
の
世
代
に
、
二
十
一
世
紀

に
生
き
る
若
者
達
に
、
夢
と
希
望
を

与
え
、
仙
納
の
部
落
に
居
住
し
て
、

部
落
興
こ
し
に
参
加
し
た
い
と
い
う

意
欲
を
引
き
出
し
て
や
る
こ
と
が
、

今
最
も
大
切
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
逃
げ
腰
・
及
び
腰
の
態
勢
か
ら
は

何
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
ジ
ッ
ク
リ

と
腰
を
据
え
て
村
興
し
を
研
究
し
、

町
・
県
の
資
金
を
誘
導
し
、
品
質
の

よ
い
米
や
野
菜
を
中
心
に
、
新
た
な

産
物
を
発
掘
し
て
、
出
稼
ぎ
に
頼
ら

な
く
て
も
、
こ
の
土
地
に
あ
っ
て
安

定
し
た
収
入
を
あ
げ
ら
れ
、
後
継
者

に
不
安
感
を
与
え
な
い
で
済
む
よ
う

に
し
た
い
も
の
だ
。
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働

母
親

　　　⑦

たばこを吸っている

　　ところを見た

　
　
　
　
「
ま
だ
中
学
生
な
の
に
、
た

ば
こ
を
吸
う
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な

い
。
二
度
と
口
に
し
な
い
で
ち
ょ
う

だ
い
。
た
ば
こ
が
健
康
に
悪
い
こ
と

ぐ
ら
い
知
っ
て
る
で
し
よ
。
伸
び
盛

り
の
体
に
は
特
に
良
く
な
い
の
よ
！
」

　
子
供
「
成
長
期
の
僕
に
よ
く
な
い

の
な
ら
、
こ
れ
か
ら
老
後
に
向
か
う

45

歳
の
お
父
さ
ん
に
は
も
っ
と
悪
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
な
ぜ
僕
に
だ
け
言
う

の
か
」

　
母
親
「
…
…
」
ー
ー
ピ
シ
ャ
リ
と

言
っ
た
つ
も
り
が
、
予
期
せ
ぬ
子
供

の
切
り
返
し
に
あ
っ
て
、
し
ど
ろ
も

ど
ろ
に
な
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
。
た

ば
こ
な
ど
吸
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、

子
供
の
心
に
響
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、

“
へ
理
屈
”
を
言
わ
せ
る
結
果
を
招

い
て
い
ま
す
。
作
戦
を
変
え
た
ほ
う

が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　
頭
ご
な
し
に
し
か
り
つ
け
て
も
、

そ
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
他
律
か
ら
自
律
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ー
ー
第
二
反
抗
期
の
子
供
に
対
し

　
「
こ
う
し
な
さ
い
」
「
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
っ
た
“
命
令
・
禁
止
語
”
を
多

用
す
る
の
は
、
い
た
ず
ら
に
感
情
的

な
反
発
を
招
く
だ
け
で
す
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
お
い
し
い
？
　
い
つ
か
ら
吸
っ

て
る
の
？
」
と
ま
ず
穏
や
か
に
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
「
で
も
、
ど
う

見
て
も
似
合
わ
な
い
わ
ね
、
そ
の
ス

タ
イ
ル
」
と
付
け
加
え
ま
す
。
命
令

語
で
は
な
い
、
親
の
不
安
と
皮
肉
の

入
り
ま
じ
っ
た
こ
の
言
葉
が
、
子
供

に
は
い
ち
ば
ん
こ
た
え
る
は
ず
で
す
。

■
た
ば
こ
を
吸
う
背
景
に
は
交
友
関

　
係
が
ー
1

　
中
学
生
が
た
ば
こ
を
吸
う
の
は
、

一
つ
は
仲
間
意
識
か
ら
で
す
。
だ
れ

か
が
買
っ
て
き
て
回
し
の
み
を
す
る
。

お
ま
え
も
吸
え
よ
、
と
い
わ
れ
て
断

っ
た
ら
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
る
と
い

う
不
安
ー
ー
。
あ
る
い
は
、
ち
ょ
っ

と
背
伸
び
し
て
、
大
人
に
な
っ
た
気

分
を
味
わ
う
。
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
皆
で
や
っ
て
秘
密
を
共
有
す
る
。

た
ば
こ
は
、
仲
間
意
識
を
認
認
す
る

媒
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

た
ば
こ
を
吸
う
と
い
う
行
為
の
背
景

に
は
、
必
ず
交
友
関
係
が
あ
る
と
考

え
て
い
い
で
し
よ
う
。

■
喫
煙
は
認
め
な
い
と
い
う
“
き
然

　
と
し
た
態
度
”
が
必
要
l
l

　
頭
ご
な
し
に
し
か
り
つ
け
る
の
は

逆
効
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
が
、
喫

煙
は
絶
対
に
認
め
な
い
と
い
う
“
き

然
と
し
た
態
度
”
は
崩
し
て
ほ
し
く

な
い
も
の
で
す
。

　
　
「
た
ば
こ
は
、
中
学
生
に
は
早
す

ぎ
る
。
お
ま
え
か
ら
み
れ
ば
不
合
理

な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

世
の
中
に
は
、
大
人
に
な
る
ま
で
が

ま
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

沢
山
あ
る
。
今
の
お
ま
え
に
は
、
大

人
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
し
か
映

ら
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
の
答
え
は
、

20

歳
を
す
ぎ
て
か
ら
自
分
で
出
し
な

さ
い
。
と
に
か
く
、
今
は
た
ば
こ
は

い
け
な
い
」

　
た
ば
こ
は
、
非
行
へ
の
一
つ
の
入

口
で
す
。
親
の
接
し
方
次
第
で
、
子

供
は
救
わ
れ
も
し
、
泥
沼
へ
と
追
い

や
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
今

の
時
代
に
た
ば
こ
ぐ
ら
い
、
と
い
っ

た
甘
い
認
識
あ
る
い
は
”
理
解
あ
る

態
度
”
は
、
将
来
に
禍
根
を
残
し
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
供
の
“
へ
理

屈
”
に
た
じ
ろ
い
で
、
た
ば
こ
を
黙

認
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
す
。

　
子
供
が
た
ば
こ
を
吸
う
の
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
あ
な
た
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
確
固
た

る
生
き
方
を
し
て
い
な
い
人
ほ
ど
、

子
供
に
言
い
負
か
さ
れ
た
り
、
逆
に
、

子
供
に
迎
合
す
る
態
度
を
と
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

気
象
よ
も
や
ま
話
ゆ

大
寒
小
寒

　
　
山
か
ら
小
僧
が

　
　
　
　
　
万
　
羽
卓
司

な祓冷死　〔ボラコ

■！二／ノ／！！　異常
　曙7原　　！　低温

　　　　　　　　　ダ

鯛
灘

（
　
　
　
・
＞

へ
鴎
欣

ゆ
　
拷

　
幼
い
頃
雪
空
を
見
上
げ
て
こ
ん
な

わ
ら
べ
唄
を
唄
っ
た
。
”
北
風
小
僧
の

寒
太
郎
”
は
今
の
N
H
K
の
メ
ロ
デ

ー
で
あ
る
。
古
い
句
に
、
雪
み
日
や

あ
れ
も
人
の
子
た
る
拾
い
。
寒
さ
は

小
僧
を
連
想
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
冬
は
な
ぜ
寒
い
か
。
地
球
上
に
は

夏
冬
反
対
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
年

中
暑
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
　
一
番
大
き

窃
〃

中
　
く

　
　
　
　
ヤ
ぽ

日
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
7
導
、

ら
薄

　
　
　
　
／
多

い
原
因
は
地
球
の
回
転
軸
が
太
陽
に

対
し
て
傾
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
住
む
北
半
球
は
夏
は
太

陽
の
直
下
に
近
づ
き
、
冬
は
遠
く
な

る
。
太
陽
か
ら
受
け
る
日
射
は
夏
は

強
く
、
昼
間
も
長
く
、
冬
は
反
対
に

な
る
。
水
蒸
気
を
多
く
含
む
空
気
ほ

ど
保
温
性
が
大
き
く
、
乾
い
た
空
気

ほ
ど
小
さ
い
。
従
っ
て
冬
に
な
る
と

シ
ベ
リ
ヤ
大
陸
の
空
気
は
非
常
に
低

温
で
重
く
な
り
太
平
洋
に
向
っ
て
吹

き
出
す
の
が
冬
の
季
節
風
で
あ
る
。

　
松
代
は
山
間
に
あ
る
。
山
の
風
は

昼
は
山
頂
に
向
い
（
谷
風
）
、
夜
は
下

り
て
く
る
（
山
風
）
。
山
上
で
冷
え
た

空
気
は
夜
に
な
る
と
麓
に
下
っ
て
く

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
せ
っ
せ
と

暖
房
す
る
と
逃
げ
た
熱
は
ど
ん
ど
ん

山
上
に
向
い
、
そ
れ
を
補
給
す
る
為

に
山
上
の
冷
気
が
下
り
て
く
る
。
会

沢
で
は
冬
中
に
台
所
に
氷
の
張
る
日

は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
と
云
う
。

自
然
界
の
た
く
み
な
熱
の
交
換
作
用

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
大
高
原
地
帯
で
は
停

　
　
　
　
　
帯
空
気
が
異
常
に
低
温

山谷風

に
な
り
、
大
規
模
な
寒

波
が
低
地
帯
に
襲
来
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

を
ボ
ラ
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
う
な
る
と
小
僧
と
は

呼
べ
な
い
。
ど
う
も
山

麓
は
分
が
悪
い
よ
う
だ
。
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毎
日
の
よ
う
に
見
て
、
よ
く
知
っ

て
い
る
つ
も
り
の
信
号
機
で
す
が
、

改
め
て
、
そ
の
信
号
の
色
の
配
列
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
…
を
問
い
正
し

て
み
る
と
、
あ
れ
、
そ
う
言
え
ば
、

赤
信
号
は
ど
っ
ち
だ
っ
た
か
な
？
…

と
い
う
よ
う
に
と
ま
ど
う
人
が
案
外

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
日
の
よ
う
に
見
て
い
る
は
ず
の

信
号
機
で
す
ら
、
こ
の
程
度
の
理
解

な
の
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
、

ふ
だ
ん
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
、
と

思
っ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
そ
の

理
解
の
程
度
が
か
な
り
い
い
か
げ
ん

な
こ
と
が
意
外
に
多
く
あ
る
も
の
な

の
で
す
。
特
に
、
交
通
安
全
に
関
し

て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

†
騰
ン

　
信
号
機
の
色
の
配
列
に
つ
い
て
は

正
し
く
知
っ
て
い
な
く
て
も
、
直
接

危
険
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
信
号
の
意
味
を
正
し
く

理
解
し
て
い
な
い
と
、
こ
れ
は
危
険

で
す
．

i摯

釦
ぢ

青
色
の
信
号
の

　
　
　
　
意
味
は
…

　
青
色
の
信
号
の
意
味
は
「
進
め
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
「
進
む
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
の
が
正
し
い
意
味
で

青
信
号
で
も
安
全
の
確
保
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
青
は
、

「
進
め
」
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い

る
人
が
意
外
に
多
く
、
「
青
信
号
だ
か

ら
…
」
と
よ
く
安
全
を
確
か
め
な
い

で
通
行
し
、
事
故
に
遭
う
人
が
少
な

く
な
い
の
で
す
．

飲
酒
運
転
、

　
　
危
険
な
デ
ー
タ
ー

☆
視
力
、
注
意
力
、
判
断
力
が
確
実

　
に
低
下
す
る
．

☆
ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
狂
い
、
一
定
速

　
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
き
な
い
。

☆
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
致
死
率

　
は
他
の
事
故
に
比
べ
、
5
倍
以
上
，

☆
正
面
衝
突
、
単
独
事
故
、
対
歩
行

　
者
事
故
な
ど
危
険
性
の
高
い
事
故

　
を
起
し
や
す
い
等
々
…
。

悲
劇
は
幾
重
に
も

　
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
す
と
、

緊

彫系
0
－

66　w

　
、
マ
マ

　
τ
ぐ

　
　
；

9
　
　
’
p

黛　
ρ

●
疑
㌶
躍
　
　
．
・
．
・
．
．
．
．
’
補
器
．
．

そ
の
悲
劇
は
、
事
故
の
被
害
者
や
、

そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
加
害
者
本

人
の
家
族
や
そ
の
周
囲
に
も
お
よ
び

ま
す
。
仕
事
や
職
場
を
失
っ
て
、
家

族
を
経
済
的
、
精
神
的
苦
況
に
追
い

込
み
、
離
婚
や
一
家
離
散
、
更
に
は

多
額
の
損
害
賠
償
に
悩
ん
だ
あ
げ
く

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
自
殺
す
る
と
い

う
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け

で
な
く
、
そ
の
周
囲
の
人
み
ん
な
で

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

y客

ク
．
9

◎
運
動
の
重
点

4321、　、　、　、

飲
酒
運
転
の
追
放

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

踏
切
事
故
の
防
止

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
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　　　　　　　　　　　　　　　　　慮

防災シリーズ

⑳

暖房器具の手入れ

　暖房器具は、こまめに手入れすることで長

持ちさせることができるばかりでなく、安全

も保持できます。ただし、なんでもかんでも

自分でやると、かえって危険を招くことがあ

るので、これはむずかしいと思うところは専

門の業者に相談すること。

●火をつけたまま給油しない。

●給油は「灯油」であることを確かめてから。

●外出、就寝は「消火」を確かめて。

●洗濯物を直接かけて乾燥させない。

●上部に洗濯物を干さない。

●対震自動消火装置はいつもセット。

以上、あなたは守っていますか。

　ガスストーブ　　ゴム管をはずして劣化の

具合を調べる。空気口のチリやゴミを取る（歯

ブラシを利用するとよい）。空気口の固定され

ているものは、その開きを変えないように注

音
’山、O

　石油ストーブ　　ときどき“空ら焚き”を

すると芯に付着したカーボンがとれてよく燃

える。燃焼筒の金網は歯ブラシに灯油をつけ

て汚れをとる。反射板を中心に器具全体をき

れいにふく。せまいところのわたぽこりもて

いねいに取り去る。とくに、対震自動消火装

置は、わたぼこりのために作動しなくなるこ

とがあるので、1か月に1度は掃除をするよ

うにする。

　F　Fストーブ　　家庭でできるのは、フィ

ルターの掃除や外袋をふくくらいまで。暖房

効果が劣ってきたような場合は、吸排気管に

欠点があることもある。業者のオーバーホー

ルを。

　電気毛布　　しまうときは、陰干しをして

から。コードやスイッチ類を包み込むように

軽くたたむ。下積みにしないで、いちばん上

に保管。発熱体のよじれは危ないので、3年

くらいで業者の点検を。

　電気ごたつ　　発熱体やサーモスタット、

スイッチの断線などの点検を。

多イ／
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交
通
事
故
の
心
得

o
医
療
費
は
加
害
者
負
担

　
交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
場
合
、
被
害
者
に
重
大

な
過
失
の
な
い
限
り
、
医
療
費
は
全

額
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
国
保
を
使
っ
て
治
療
を

う
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
の

医
療
費
は
、
あ
と
で
国
保
が
加
害
者

に
請
求
し
、
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．

o
必
ず
国
保
に
届
出
を

　
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
は
、

加
害
者
と
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国

保
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
示
談
の
内

容
に
よ
っ
て
は
国
保
が
加
害
者
に
対

し
、
医
療
費
の
請
求
が
で
き
な
く
な

る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

示
談
は
慎
重
に
、
国
保
と
相
談
し
な

が
ら
結
ぶ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
後
遺
症
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
示

談
は
あ
わ
て
て
結
ぶ
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
．

◎
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
と
は

　
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
が
強

諏々罐語1　ス
終　　　　　　乏
　　　　　　　　　セ
　，じ匙‘・9　　！＼ン
　　　　　　復ノ
　　　　　〃、　　　　～♪　　⊂⇒
　　　　　￥

　　　　傷　　　　　（

noρ獣

制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る
保
険

で
す
．

　
人
身
事
故
を
お
こ
し
た
場
合
、
次

の
よ
う
な
保
険
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
こ
の
保
険
金
に
は
、
治
療
費
・
慰

謝
料
、
失
わ
れ
た
所
得
分
な
ど
、
す

べ
て
が
含
ま
れ
ま
す
。
）

1
死
亡
の
場
合
　
ω
一
人
二
千
万
円

ま
で
　
の
死
亡
す
る
ま
で
の
負
傷
に

対
す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
一
人
一

二
〇
万
円
ま
で
。

2
負
傷
の
場
合
　
ω
一
人
一
二
〇
万

円
ま
で
　
．
ω
後
遺
障
害
補
償
は
、
障

／卜真重1：

＼
　
¢

富
し
。

　
　
　
示
談

γ
　
（

害
の
程
度
に
よ
り
一
人
七
五
万
円
か

ら
二
千
万
円
ま
で
。

保
険
金
の
請
求

　
こ
の
保
険
金
の
請
求
は
加
害
者
か

ら
も
、
被
害
者
か
ら
も
、
そ
し
て
国

保
か
ら
も
で
き
ま
す
。

　
加
害
者
が
請
求
で
き
る
の
は
ず
で

に
被
害
者
に
対
す
る
補
償
が
す
ん
で

い
る
場
合
、
被
害
者
か
ら
請
求
す
る

の
は
、
加
害
者
か
ら
補
償
金
の
支
払

い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
国
保

か
ら
請
求
で
き
る
の
は
、
立
て
替
え

た
医
療
費
が
加
害
者
か
ら
返
済
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
で
す
。

◎
都
会
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
、
交

通
事
故
に
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

皮算用・胸算用る
前
に
皮
の
収
入
を
計
算
す
る
の
が

「
皮
算
用
」

当
て
に
す
る
欲
の
深
さ
を
示
す
表
現

で
す
．

　
皮
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
心
の
中
で

見
積
り
を
立
て
る
の
が
「
胸
算
用
」
。

「
も
う
け
ぬ
前
の
胸
算
用
」
「
山
も
見

え
ざ
る
胸
算
用
」
は
、
ほ
ぼ
同
じ
意

味
の
こ
と
わ
ざ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
「
山
も
見
え
ざ
る
」
は
先
の

見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
。
見
込
み

な
し
に
当
て
に
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。

「
胸
算
用
」
と
い
え
ば
、
江
戸
文
学

の
名
作
と
し
て
名
高
い
の
が
、
井
原

西
鶴
の
町
人
物
『
世
間
胸
算
用
』
。

商
人
に
と
っ
て
一
年
の
浮
き
沈
み
が

か
か
る
大
み
そ
か
の
や
り
く
り
算
段

を
、
さ
ま
ざ
ま
に
描
い
た
短
編
集
で

す
。　

そ
の
一
編
「
神
さ
え
お
目
違
い
」

は
、
金
持
ち
と
見
込
ん
で
商
家
へ
年

越
し
に
入
っ
た
神
様
が
、
予
想
外
に

ひ
ど
い
貧
乏
ぶ
り
に
驚
い
て
、
三
日

間
で
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
話
。
神
様

も
「
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
」
を
し
た

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
宝
く
じ
が
当
た
ら
な
い
う

ち
か
ら
、
賞
金
の
使
い
み
ち

を
決
め
た
り
す
れ
ば
「
取
ら

ぬ
狸
の
皮
算
用
」
と
笑
わ
れ

ま
す
．

　
狸
の
皮
は
防
寒
用
に
使
わ

れ
ま
す
が
、
猟
師
が
捕
ま
え

　
　
で
、
希
望
的
な
予
測
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

戸
籍
の
窓
ロ

＋
月
受
付
分

　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

関
谷
俊
雄
・
金
澤
里
恵
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
新
善
）

牧
田
謙
一
・
坪
野
広
美

　
　
　
　
　
　
　
（
峠
・
北
方
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

鈴
木
正
義
　
父
貞
義
　
母
百
合
子

　
　
　
（
二
男
・
松
代
・
中
島
）

柳
早
矢
香
　
父
正
二
　
母
裕
子

　
　
（
長
女
・
松
代
・
半
年
佐
）

仲
村
　
嘉
　
父
文
弥
　
母
　
操

　
　
　
（
三
女
・
儀
明
・
糀
屋
）

井
上
美
穂
　
父
清
隆
　
母
和
枝

　
　
　
（
長
女
・
寺
田
・
中
屋
）

菅
井
貴
行
　
父
寿
雄
　
母
実
智
江

　
　
（
長
男
・
苧
島
・
こ
ち
ね
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

宮
澤
ス
ギ
　
75
歳
　
下
山

山
岸
輝
治
　
73
歳
　
蒲
生

菅
井
佐
一
郎
82
歳
名
平

辰
野
か
弥
　
87
歳
　
会
澤

若
月
ヨ
シ
　
69
歳
　
海
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
之
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
川
屋

　
◎
　
1

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

●
　
　
　
　
　
　
●
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9
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芸

一戯謡叢

短
歌
　
祭
の
夜

　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

若
者
の
少
き
村
な
ら
爺
も
出
て
朝
か

ら
祭
の
幟
り
た
て
ゆ
く

鯉
飼
い
に
励
み
い
し
友
の
い
ず
こ
な

ら
ん
祭
の
夜
店
に
な
ら
ぶ
錦
鯉

旧
友
の
酔
い
ど
れ
声
も
な
つ
か
し
き

祭
の
夜
の
静
か
に
更
け
ゆ
く

離
農
し
て
草
に
埋
も
る
る
屋
敷
跡
月

の
夜
な
り
こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
く

夢
う
つ
つ
に
な
お
聞
こ
え
く
る
祭
太

鼓
過
疎
村
の
逝
く
夏
惜
し
み
つ
つ

蝟
は
社
の
杜
に
鳴
き
て
お
り
八
月
十

五
日
暑
く
暮
れ
つ
つ

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
い
な

牛
追
え
ば
蛙
四
方
に
と
び
か
え
り

刈
り
終
え
て
稲
軽
々
と
背
負
い
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
だ

冬
構
え
待
つ
境
内
の
寄
進
楕

そ
の
昔
霧
下
郷
と
呼
ば
れ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

鶏
足
山
背
に
棟
梁
碑
薄
紅
葉

下
牧
せ
し
大
厳
寺
高
原
暮
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か
げ

歩水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

籾
干
す
や
迷
い
込
み
た
る
蜥
蜴
か
な

友
来
れ
ば
昼
酒
と
な
る
晩
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

離
村
す
る
本
家
見
送
り
村
は
秋

明
日
発
つ
と
荷
造
ろ
う
夜
の
ち
ち
ろ

虫
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

長
月
の
雲
問
に
あ
り
て
秋
寒
し

寒
雀
ふ
く
ら
む
だ
け
に
ふ
く
ら
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

表
彰
受
く
夫
に
同
伴
菊
か
お
る

も
み
じ
散
る
山
門
今
朝
も
人
尋
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

空
稲
架
に
月
の
か
か
り
て
竿
を
ま
く

新
米
を
先
ず
神
棚
に
御
神
酒
つ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

生
き
甲
斐
と
老
後
豊
か
に
菊
咲
か
す

竜
胆
の
九
谷
花
瓶
に
う
つ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

落
葉
掃
く
独
り
箒
を
し
な
わ
せ
て

ほ
ど
ほ
ど
に
疲
れ
楽
し
む
栗
の
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

紅
葉
の
き
ざ
し
あ
る
山
村
か
こ
み
　
　
回

葉
が
つ
い
た
と
感
謝
の
便
り
あ
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙
回

蔦
紅
葉
わ
ず
か
に
濡
れ
し
棟
梁
碑
｛

栗
拾
う
山
の
学
校
十
三
人
　
　
　
　
　
副

　
　
蒲
生
句
会

山
頂
は
夕
陽
に
映
え
て
初
紅
葉

追
い
や
れ
ど
ち
ち
ろ
入
り
こ
む
製
米

所
　
　
　
　
　
　
　
鉄
堂

千
年
樹
そ
び
え
た
つ
寺
枯
葉
舞
う

稲
こ
き
が
終
え
て
背
中
の
い
が
っ
ぽ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

あ
の
あ
た
り
紅
葉
槌
せ
し
駐
車
場

探
り
掘
り
送
る
荷
の
隅
走
り
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

沢
の
辺
に
一
際
紅
き
も
み
じ
か
な

日
焼
顔
そ
ろ
う
や
米
の
初
出
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

沿
道
の
稲
架
匂
い
来
る
日
和
か
な

ほ
お
づ
き
　
　
　
　
　
　
と
も

鬼
灯
の
一
灯
点
る
葬
の
庭

　
　
　
　
ま
む
し
　
　
　
　
　
　
お
ど

薯
掘
り
に
竣
の
山
と
威
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

薪
積
ん
で
僧
堂
冬
を
待
つ
ば
か
り

干
葱
を
取
り
込
む
い
と
ま
な
き
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
こ
わ

末
枯
れ
や
鎌
も
て
殿
す
農
具
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

苔
厚
き
石
佛
に
触
れ
赤
の
ま
ま

雨
姻
る
洞
泉
禅
寺
薄
紅
葉

　
じ
ら
み

草
郵
教
師
の
背
な
に
着
き
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

峰　　　山　雨　逸　　 煙　Ψ女　　人ぽ／堂莱　　　　眉

　
　
樹
形
の
い
ろ
い
ろ

　
　
　
㊦
　
斜
　
　
幹

　
風
あ
た
り
の
強
い
海
岸
や
山
腹
で

多
く
見
か
け
る
樹
形
で
す
が
、
強
風

の
た
め
に
根
本
か
ら
幹
が
か
た
む
き
、

多
年
の
風
雪
に
耐
え
ぬ
い
た
と
い
う

感
じ
の
、
趣
の
あ
る
も
の
で
す
。

　
　
根
張
り

　
片
根
張
り
の
形
が
根
と
幹
と
の
力

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
、
立
ち
あ
が

り
に
力
が
あ
り
、
安
定
感
が
で
き
ま

す
。

　
　
　
幹

　
多
少
屈
曲
の
あ
る
も
の
と
、
直
幹

が
た
お
れ
た
感
じ
の
幹
の
両
方
が
あ

り
ま
す
。
正
面
に
も
や
や
傾
く
よ
う

に
し
ま
す
。

　
　
　
枝

　
枝
く
ば
り
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
趣
が

異
な
り
ま
す
。
と
く
に
差
枝
や
落
ち

枝
の
効
き
ぐ
あ
い
に
よ
く
注
意
し
ま

す
。
枝
は
傾
い
た
幹
の
上
側
に
多
く

つ
け
ま
す
。
下
側
に
は
落
ち
枝
を
ポ

イ
ン
ト
に
し
、
枝
を
少
な
く
し
て
、

樹
冠
近
く
に
し
か
つ
け
な
い
方
が
い

い
で
し
ょ
う
。
落
ち
枝
を
上
手
に
生

か
せ
ば
、
老
樹
の
相
が
よ
く
出
ま
す
。

　
　
樹
　
　
冠

　
厚
み
の
あ
る
整
っ
た
も
の
が
よ
ろ

し
い
で
し
よ
う
。

　
　
　
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の
斜
幹
の
名
木

清
ん

　
さ

橋高

　
数
年
前
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
す

盆
栽
一
ロ
メ
モ
は
、
松
代
盆
栽
愛
好

会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
盆
栽
は
、
日
本
が
世
界
に
ほ
こ
る

独
特
の
芸
術
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

余
暇
を
利
用
し
て
、
思
い
思
い
の
作

品
を
造
り
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。　

一
年
半
前
よ
り
高
橋
清
さ
ん
が
担

当
し
て
お
り
ま
す
。


